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「東日本大震災における 
子どもの心のケアチーム巡回相談 
利用者アンケート」の結果とその考察 
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子どもの心のケアチーム巡回相談追跡調査 

 子どものこころのケアチームとは 

多職種で構成されたチーム 
 児童精神科医，心理士，保健師，教員，保育士など 

被災沿岸市町村の避難所や保健センター等で巡回相談 
 保護者・子どもからの相談 

 教員，保育士，保健師等からの相談，事例検討，講話 

 保護者への講話，座談会 

平成23年3月～平成25年3月まで活動 
 平成24年度から「こころの相談」と「子育て相談」に分けて実施 

震災から5年目を迎えるにあたって追跡調査 



調査の目的 

 子どもの心のケアチーム巡回相談を利用した子ど
もとその家族の現状把握 

巡回相談時の症状は改善しているか 

子どもの生活の様子や環境の変化 
 

 ケアチームの活動に対する利用者の評価 

相談環境やチームの規模，頻度は適切だったか 

相談は役立っていたか 

利用者の感想・意見 
 

 今後の災害時における子どもの心の緊急支援の在
り方について考える一助とする 



調査対象・方法・期間 

 対象 

平成23年4月～平成25年3月に「子どもの心のケアチー
ム巡回相談」を利用した子どもとその家族 

 168世帯203事例（延べ592事例）のうち，連絡先を把
握している132世帯146事例 

 方法 

郵送法 

無記名自記式質問紙調査（家族用，子ども用） 

 期間 

平成27年5月から平成28年3月まで 



調査内容 ①家族版 

 回答者自身について 

子どもの性別・年齢 

続柄，回答者の年齢，震災当時の住所（市町村） 

 子どもの様子について 

日常生活，集団生活，情緒面・症状等 

 家族や家庭環境について 

住居，家族構成の変化，保護者の転職・失業 

家族の健康状態や情緒等 

 ケアチームの活動について 

評価，感想，意見等 



調査内容 ②子ども版 

 最近の様子 

日常生活，集団生活，情緒面・症状等 

 

 困っていることや悩み，心配ごとについて 

困っていること，悩み，心配ごと 

誰かに相談しているか 

誰に相談しているか 

相談していない場合･･･ 

誰に相談したいか 

子ども総合センターの相談を利用したいか 



倫理的配慮 

 得られた回答や個人情報は目的外に使用しない。 

 回答は本人の意思により拒否できる。 

 回答しなくても本人の不利益にならない。 

 個人情報の取扱いには十分注意し，個人が特定さ
れない形で処理される。 

 調査結果を外部に公表する場合には，公表内容か
らも個人が特定されないように配慮する。 

 得られた個人情報は子ども総合センターで5年間保
管し，その後個人が特定されない形で破棄する。 



相談対応 

 子どもの状態について心配がある場合は，希望に
応じて児童精神科医による面接相談（原則１回）
を利用することができる。 

 

 面接相談において継続的な治療・支援が必要と判
断される場合は，宮城県子ども総合センターの子
どもメンタルクリニックや他の支援機関との連携
を図る。 

 

 調査用紙とともに，宮城県が発行した保護者向け
小冊子を同封する。 



結果 

 回収数：34事例（家族34事例，子ども33事例） 

 総事例数･･･168世帯203事例（延べ592事例） 

 連絡先を把握･･･132世帯146事例 

 郵送できた･･･122世帯134事例 

 回収率：25.4% 

 
世帯数 児童数 

全体 122 134 

石巻管内（石巻市，東松島市等） 35 36 

気仙沼管内（気仙沼市，南三陸町） 19 20 

塩釜支所管内（塩竃市，多賀城市等） 26 31 

岩沼支所管内（名取市，岩沼市等） 42 47 

表1 調査用紙を配布した地区と対象世帯 



回答者について① 

 回答者の内訳 

母, 30, 

88.2% 

父, 2, 

5.9% 

祖父, 1, 

2.9% 

無記入, 

1, 2.9% 

図2 アンケート記入者 

男, 18, 

52.9% 

女, 15, 

44.1% 

無記入, 

1, 2.9% 

図3 回答事例（子ども）の性別 

巡回相談1年目の
利用者の男女比
とほぼ同じ 



回答者について②－１ 

 学年分布（アンケート調査時） 
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図4 アンケート調査時の子どもの学年分布（n=32，不明1件除く） 

男 

女 



回答者について②－２ 

 学年分布（巡回相談時※） ※調査時の年齢から4を引いて算出 
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図5 巡回相談当時の子どもの学年分布（n=33，不明1件除く）  

男 

女 

巡回相談1年目の
利用者の年齢分
布とほぼ同じ 



震災後の環境の変化① 

 転園・転校 

はい, 

38.2% 
いい

え, 

58.8% 

図6 「震災後に転園・転校

しましたか」 

 住まいの変化 

 

はい, 

76.5% 

いい

え, 

23.5% 

図7 「震災後，お住まいの

変化はありましたか」 

子ども達はさまざ
まな環境の変化を
経験していた 



震災後の環境の変化② 

 家族の仕事の変化 

 

はい, 

47.1% いい

え, 

50.0% 

無記

入, 

2.9% 

図8 「震災後，お仕事に変

化はありましたか」 

 家族構成の変化 

 

はい, 

55.9% 

いい

え, 

41.2% 

無記

入, 

2.9% 

図9 「震災後，家族構成の

変化はありましたか」 

中には複数の環境
の変化を経験して
いた子どももいた 



日常生活について① 

 睡眠 

 

 

 

 

 

 食欲 

 

はい, 

85.3% 

まあま

あ, 

2.9% 

いい

え, 

11.8% 

図10 「よく眠れていますか」 

はい, 

94.1% 

まあま

あ, 

5.9% 

いい

え, 

0.0% 

図11 「食欲はありますか」 

家族は，子ども達
の日常生活につい
て概ね問題ないと
捉えていた。 



日常生活について② 

 生活リズム  体調 

はい, 

82.4% 

いい

え, 

17.6% 

図12 「生活リズムは規則的

ですか」 

はい, 

41.2% 

いい

え, 

55.9% 

無記

入, 

2.9% 

図13 「体の不調をよく訴えま

すか」 

全員が小
学校高学
年以上 

体の不調を
訴えている
のは約4
割。 



日常生活について③ 

 家での過ごし方について 
 

 テレビ，おままごと，外遊び（未就
学） 

 公園・外で遊ぶ，テレビ，ゲーム，
読書（本，マンガ），兄弟姉妹と遊
ぶ，DVD，自転車，ピアノ，宿
題，工作（物づくり），身体を動か
す（野球等），お絵かき（小学生） 

 テレビ，ゲーム，パソコン，携帯
（スマホ），読書（本，マンガ），
音楽を聴く，勉強を頑張っている，
庭仕事，小説？を書く（中学生） 

 音楽を聴く，LINEのやり取り，携
帯（スマホ），絵（マンガ）を描く
（高校生） 

 寝る，テレビ（不明） 

 運動について 

はい, 

50.0% 

とき

どき, 

2.9% 

いい

え, 

47.1% 

図10 「園や学校以外で

運動の機会はありますか」 

中学生以上で室内
での活動が中心に
なっている。 



集団生活について① 

 友人関係について 

はい, 

91.2% 

いい

え, 

2.9% 

無記

入, 

5.9% 

図14 「仲のいい友達はいます

か」 

はい, 

11.8% 

いい

え, 

82.4% 

無記

入, 

5.9% 

図15 「友達とのトラブルは

ありますか」 

家族は，子ども達
の友人関係につい
て概ね問題ないと
捉えていた。 



集団生活について② 

 登校・登園の状況 

 

 

 
 

 

 集中や学習の状況 

はい, 

73.5% 

まあま

あ, 

2.9% 

いい

え, 

17.6% 

不明, 

2.9% 
無記

入, 

2.9% 

図16 「園や学校は休まず登

校していますか」 

はい, 

26.5% 

いい

え, 

67.6% 

無記

入, 

5.9% 

図17 「集中困難や成績の低下

はありますか」 

全員が12
～15歳 



子どもの症状①－１ 

 巡回相談時の子どもの症状 

0 5 10 15 20

睡眠障害 

恐怖・不安 

身体症状 

落ち着きのなさ 

頻尿、排せつの問題 

夜泣き 

かんしゃく・暴れる 

母の不安 

甘え 

ＰＴＳＤ 

摂食の問題 

不登校・なじめない 

無記入 

図18 巡回相談時の症状 

全体の約4割
が訴えていた 



子どもの症状①－２ 

 巡回相談時の症状は改
善しているか？ 

 

 「はい」の記述 
 改善しているものとしていない
ものがある 

 改善しているように思われる 
 

 「いいえ」の記述 
 地震や津波に対してとても敏感
で不安がる 

 車の音は少し嫌がるときがある 

 大きな声が恐いときは耳をふさ
いでいる 

 （ほとんどなくなったが）今年
の5月くらいからまた症状が出
てきた 

はい, 

76.5% 

いい

え, 

11.8% 

無記

入, 

11.8% 

図19 「巡回相談利用時の症

状は改善していますか」 



子どもの症状②－１ 

 現在の気になる精神症状 

0 5 10 15 20

イライラ 

不安・恐怖 

落ち着きのなさ 

意欲低下 

落ち込み 

反抗 

かんしゃく・暴言暴力 

甘え 

身体症状 

不登校傾向 

音に敏感、怖がる 

震災の映像、話を避ける 

図20 現在の気になる精神症状 

全体の約4割
が訴えていた 



子どもの症状②－２ 

 不調や気になることについ
て相談しているか 

 不調や気になることについ
ての相談希望の有無 

はい, 

41.2% 

いいえ, 

41.2% 

無記入, 

17.6% 

図21 「不調や気になること

について相談していますか」 

はい, 

5.9% 

いいえ, 

85.3% 

無記入, 

8.8% 

図22 「不調や気になることにつ

いて，相談希望はありますか」 

医師との
面接相談 



子どもの症状③－１ 

 調査時の精神状態について（子ども自身の回答） 

3.0% 

9.1% 

18.2% 

15.2% 

21.2% 

9.1% 

よくある,  

12.1% 

42.4% 

30.3% 

27.3% 

18.2% 

36.4% 

51.5% 

まあまあ～たま

に, 33.3% 

39.4% 

45.5% 

39.4% 

48.5% 

21.2% 

24.2% 

ない,  

39.4% 

15.2% 

15.2% 

15.2% 

18.2% 

21.2% 

15.2% 

無記入,  

15.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4)いやな夢やこわい夢を見る 

5)気分が暗くなり落ち込む 

6)何もやる気が出ない 

7)小さな音にビクっとする 

8)イライラする 

9)不安や心配な気持ちになる 

10)体が緊張しやすい 

図23 現在の状態について（子ども自身の回答）① 



子どもの症状③－２ 

 外傷体験に関連する質問（子ども自身の回答） 

6.1% 

9.1% 

よくある,  

6.1% 

39.4% 

21.2% 

まあまあ～たま

に, 24.2% 

39.4% 

51.5% 

ない, 54.5% 

15.2% 

18.2% 

無記入,  

15.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14)嫌なこと（震災のこと等）を 

思い出す 

15)嫌なこと（震災のこと等）思い 

出しそうな場所や物を避ける 

16)自分のせいで悪いこと 

が起きたと思う 

図24 現在の状態について（子ども自身の回答）② 



ケアチームへの評価①－１ 

 ケアチームの巡回相談に対する評価 

「子どもの心のケアチーム巡回相談を利用されていか
がでしたか」 

良かった 24人(70.6%) 

どちらかといえば良かった 5人(14.7%) 

どちらかといえば良くなかった 2人(5.9%) 

良くなかった 1人(2.9%) 

その他（利用していない） 1人(2.9%) 

無記入 1人(2.9%) 

表3 巡回相談の評価 



ケアチームへの評価②－１ 

 巡回相談利用時の感想 

良かった, 67.6% 

良かった, 85.3% 

良くなかった, 

 5.9% 

良くなかった, 

 5.9% 

多い, 2.9% 適度, 70.6% 

適度, 61.8% 

少ない, 2.9% 

少ない,14.7% 

できた, 73.5% 

できなかった, 8.8% 

26.5% 

8.8% 

23.5% 

23.5% 

無記入,  

17.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境 

担当者の対応 

チームの人数 

面接の頻度 

じっくり相談 

図25 巡回相談利用時の感想（１） 



ケアチームへの評価②－２ 

73.5% 

67.6% 

67.6% 

5.9% 

35.3% 

5.9% 

はい, 47.1% 

2.9% 

中間に○, 2.9% 

11.8% 

5.9% 

いいえ,5.9% 

14.7% 

23.5% 

23.5% 

94.1% 

64.7% 

94.1% 

無記入,  

52.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不安が減った 

症状の理解ができた 

対応の仕方がわかった 

継続的に相談したかった 

自分を振り返る機会となった 

家族や夫婦を振り返る機会となった 

子どもとのかかわりを考え直した 

図26 巡回相談利用時の感想（２） 



まとめ・考察 

 約9割の子どもは改善している一方，約1割の子どもには症
状が残存してた。 

 今も外傷体験に深く関与する訴えを認める子どもが約1割い
ることがわかった。 

 現在の気になる精神症状として「イライラ」が約4割の子ど
もに認められた。 

 8～17歳の子どもの26.5％が「集中困難や成績低下」を，
41.2％が「体調不良」を訴えていた。 

 不登校傾向を示す子どもは全員「集中困難や成績低下」 ，「体
調不良」を訴えていた 

 当初予想していた，子どもの症状と環境の変化との関連は，
今回の結果からは見出せなかった。 



 巡回相談の成果・意義 

症状の理解や子どもへの対応に役立つ 

               →保護者の不安を軽減 

子どもを支える保護者の精神的安定に寄与する 

     →直接・間接的な震災後の子どもの心の支援 

 

 望まれる支援の構造 

震災直後からの比較的短期間に複数回 

保護者や本人を対象に 

避難先の近隣で実施 
 

 



 震災から4年以上経過しての追跡調査であり，回収
率が低かった。 

回収率が低く，十分な検討は困難であった。 

災害時の支援計画を検討する時点で，フォローアップも
含めた見通しを立てておく必要がある 

 

 震災の問題が，日常の中に溶け込んでいる。 

震災に特化した訴えに限らず，「イライラ」，「成績低
下や集中困難」，「体調不良」等，様々な症状にも注意
が必要。 

家族機能や保護者の精神状態，母子関係等子どもを取り
巻く環境も含めたアセスメントと見守りが必要。 


